







































































































































































































































回 主題 目標 内容
第 ･;L妻 ｢サクセスフル.セルフ(成功していく自分)｣のイメー ジを膨らませるoなりたい自分を示し,そのための(行動)目標を立てるo に近づくための自分の行動のよい面と修正したほうが望ましい面に気づくQ ｢サクセスフル.セルフ｣ウ-クシ-トを使って,自分の行動について振り返り,なりたい自分のイメー ジを膨らませるoそして,シートになりたい自分を記し,それを達成するための(行動)目
1 標を立てる○
回 へ霊 ,7L ｢サクセスフル.セルフ｣カー ドを使って,なりたい自分に近づくので続けたい行動と遠ざかるのでやめたい行動を明らかにし,ワ-クシートを完成させる.










蘇解決 己主張し,共感し,ゆずりあうコミュニケーションを図ることが重要であることを学ぶo適切なコミュニケーションによって,よりよい医師-患者関係を維持したり,葛藤を解決したりする方法を理解する○ 者に伝えない医師o第4回 ･21 シナリオ3:救急外来で.必要以上の治療を望み続ける患者と,その必要がないことを伝え続ける医師○4治療意欲の低い糖尿病患者に,脅すことで治療意欲を高めようと試みる医師o
第5回 ③ シナリオ5:進行がんが見つかった患者から.早期発見しなかつたと責められ対応に困っている医師D6他の患者 暴言を吐く入院中の患者に,大声で厳しく強制退院の勧告を出す医師o
第6回 ④ シナリオ7:病状が比較的安定している入院患者をあまり診察に行かない医師o8治療上必要でないにも関わらず入院 希望する救急外来に来た患者に対して,入院治療を拒否する医師○




8回 決 解する○ ′口 ロ 口糖尿病患者への対応o
第9回 ③ シナリオ3:各自が体験した困難な状況への対応o
己ス 二ズムを理解するo
コ ト の大切さを学ぶ○ ｢ストレスの原因｣.｢ボディサイン｣ワークシートを用いて,スト
10ノレン レ ストレスの原因に気づき,自己コントロー ルする レスの原因や心身の反応について振り返るo｢ストレスマネー





回 主題 男性 女性 合計
第1回 サクセスフル.セルフへの道 3 0 3
第2回 医師-患者コミュニケーション 3 1 4
第3回 葛藤解決① 3 4 7
第4回 葛藤解決② 1 1 2
第5回 葛藤解決③ 2 1 3
第6回 葛藤解決④ 1 1 2 T
第7回 問題解決① 2 1 3
第8回 問題解決② 2 1 3
第9回 問題解決③ 2 3 5
第10回 ストレスと 6 3 9
Tablo3｢サクセスフル･セルフへの辻｣のワーク内容の分析
テーマ カテゴリー (記述数) 記述例
l自立(1) 自立できるように○医師-患者コミュニケーション(1) 患者さんの話をきくo
目指す医師像

































































































































































































































































































関係者 カテゴリー (記述数) 記述例





































































































































































































































































0-80 093 5450 1076
0-36 0.77 24.33 5_35
0-24 086 1233 442
0-12 0_74 5.83 273
0-8 094 475 218
0-20 084 558 323
0-20 083 :158 348
0-20 ()74 /.00 280
0-20 094 842 440





















































































うな状況ではあ りなが ら,プログラム- の参加は,
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